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レーザープラズマ駆動高エネルギー電子加速の研究開発
 R&D on laser-plasma-driven electron acceleration

研究分野研究分野
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量子ビーム物理
Beam Physics

キーワードキーワード
KeywordKeyword

レーザー加速、プラズマ、超短パルスレーザー、極短電子バンチ
laser-driven particle acceleration, plasmas, ultra-short pulse lasers, ultra-short electron bunches

応用分野応用分野
ApplicationApplication

高エネルギー加速器、卓上加速器、超高速イメージング、医療、材料、創薬
high-energy accelerators, table-top accelerators, ultra-fast imaging, medicine, materials, drug discovery

背　　景
　高強度レーザーとプラズマとの相互作用で電子を加速するレーザープラズマ加速は従来の高周波加速の1000倍以
上の超高加速電場を生成可能であることから、キロメートルサイズの高エネルギー加速器を卓上サイズにまで小型化
可能と期待されています。

概要・特徴
　レーザープラズマ加速器の実現に向けた研究開発と
高エネルギー電子ビームの利用開拓を行っています。

技術内容
　レーザー航跡場加速はGeV級の超高エネルギーの
電子加速を卓上サイズで実現可能と期待されています。
電子ビームの安定性／再現性、品質、制御性等の粒子
加速器としての性能指標の向上がレーザープラズマ加
速器実現への大きな課題です。相対論プラズマの挙動
と電子加速機構の詳細な理解をベースに、レーザー加
速実験を実施し、レーザープラズマ加速器の実現を目
指します。同時に、レーザープラズマ加速器ならではの
ユニークなビームの特徴を利用する新しい研究テーマの
開拓も行っています。

社会への影響・期待される効果
　レーザープラズマ加速による高エネルギー電子ビームをドライバーにした
XUV領域の自由電子レーザーの発振を目指して研究開発を進めています。並行
して、体内深部ビーム創薬など、高エネルギー電子ビームの新奇応用を開拓し
ています。
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高エネルギー電子ビーム創薬実験




